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1. Sox9 転写ファクトリーの構成因子の同定 
 軟骨細胞株 ATDC5 をインスリン存在下で培養した後、完全長 cDNA 発現ライブラリーを作成した。各クローンを
ATDC5 細胞に導入し、Ⅱ型コラーゲン遺伝子のプロモーター活性を指標にスクリーニングを行った。 
2. Mrf1mRNA の発現の解析 
 各臓器および C3H10T1/2 細胞より、全 RNA を抽出し、逆転写反応により cDNA を合成した後、Mrf1 に対する特
異的 Taqman probe を用い、定量的 RT-PCR を行った。 
3. Mrf1 と Sox9 の結合実験 
 BOSC23 細胞に、Flag 標識された Mrf1 と HA 標識された Sox9 発現プラスミドをトランスフェクションした。抗
Flag 抗体で免疫沈降した後、抗 HA 抗体を用いウエスタンブロッディングを行った。 
4. Mrf1 の細胞内局在の検討 
【３】
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 COS7細胞にVenus標識されたMrf1およびDsRed標識されたSox9発現プラスミドをトランスフェクションした。
遺伝子導入 48 時間後、４％ホルマリン-PBS で細胞を固定し、DAPI による核染色を行い、共焦点レーザー顕微鏡で
観察した。 
5. マウス胎児中足骨の器官培養 
 胎生 15 日齢のマウス胎児中足骨を実体顕微鏡下において分離し、37℃、５％CO2 で１週間培養後、病理組織学的
検討を行った。アデノウイルスによる遺伝子導入あるいは、BMP2（250 ng/ml）添加は、培養２日目に行った。 
6. 培養細胞およびマウス胎児中足骨への遺伝子導入 
 Myc-tag で標識した Mrf1 cDNA を組み込んだアデノウイルスを作成し、培養細胞およびマウス胎児中足骨に感染
させた。 
＜結果＞ 
1. Mrf1 遺伝子の同定および発現動態の検討 
 Ⅱ型コラーゲン遺伝子プロモーター活性の上昇を指標にスクリーニングを行った結果、DNA 結合能を有する Arid
（AT-rich interaction）ドメインを含む Mrf1 を同定した。Mrf1 mRNA の組織分布を検討した結果、Mrf1 は軟骨、
心臓および精巣に高量に分布していた。また C3H10T1/2 細胞に、Sox5、6 および 9 を過剰発現させ、軟骨細胞分化
を促進させると、Mrf1 の発現は上昇した。 
2. Mrf1 と Sox9 の協調作用 
 免疫共沈降法により、Mrf1 と Sox9 は物理的に結合することが見出された。さらに Mrf1 は核内に分布し、Sox9
と共局在した、また Mrf1 は Sox9 と協調して、Ⅱ型コラーゲン遺伝子のプロモーター活性を著明に上昇させた。さ
らに、C3H10T1/2 細胞において、Mrf1 は Sox9 ファミリーによるⅡ型コラーゲンの発現誘導効果を増加させた。 
3. 軟骨分化における Mrf1 の役割 
 マウス胎児中足骨に BMP2 存在下で Mrf1 を過剰発現させると、骨端部分の成長が促進された。組織学的検討の結
果、Mrf1 は、扁平あるいは球型の小さなⅡ型コラーゲン陽性、X 型コラーゲン陰性の軟骨細胞、すなわち分化初期
の軟骨細胞の増殖を促進した。一方、Mrf1 は、Sox9 と同様に、マウス胎児中足骨の石灰化を抑制した。さらに初代
培養軟骨細胞に Mrf1 を過剰発現すると、Mrf1 は BMP2 で誘導される石灰化を抑制した。 
＜結論＞ 




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は内軟骨性骨形成制御の分子機構を明らかにする目的で、Sox9 転写ファクトリーの構成因子を同定し、そ
の分子の機能的役割の解明を試みたものである。 
 その結果、Mrf1 は Sox9 転写ファクトリーの構成因子として内軟骨性骨形成を制御する新規の転写調節因子である
ことを見出したものであり、博士（歯学）の学位授与に値するものと認める。 
